
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

『グローバル化時代の地域と大学の役割』 
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 最近、グローバリゼーションの波が大学にも押し

寄せてきている。1980年代後半からのインターネッ

トをはじめとする IT革命は、流通コストの低減、新

ビジネスの創出、コミュニケーションコストの激減

をもたらした。このボーダーレスな経済の下では、

グローバルな競争力が不可欠であり、国際競争力の

強化、さらには新しいビジネスの開発が、私たちの

生活、経済、社会を大きく変革している。 

一方で、地域産業が崩壊し、地域経済の弱体化が

進み、一人当たり所得の下落や、雇用減少による人

口流出が大きな課題となっている。先進国の労働コ

ストは開発途上国の数倍にもあたり、グローバルな

競争力がなく、大企業が海外に進出し、その下請け

であった地域産業は有効に手を打てず競争力を失い

つつあるという理由が真しやかに囁かれる。 

グローバル化と地域振興は、相容れない因子であ

ろうか。グローバル化を最初に進めたローマ帝国の

歴史を振り返ると興味深い。ローマ世界は、軍事上

の覇権だけでなく、文明の共通化も進めたことはよ

く知られている。その礎を築いたカエサルは、統治

システム、法律、軍事、街路や上下水道などの社会

資本の分野では、しっかりローマ式を貫いている。

しかし、ユリウス暦の採用を他の民族に強制しなか

った。異種の文化が共存することを認めたのである。

言い方を変えると、地方分権と中央集権とがバラン

スよく機能するのが、カエサルの考える帝国であり、

それゆえにローマ世界は長期の安定を迎えたといえ

る。この考えに基づくならば、グローバル化という 

ものは経済や政治のレベルで世界を単一の基準によ

って統合しようとする国際化とは違い、その根底に

地域性の独立を必然として有し、地域経済がどんど 

 

ん盛んになっていくことによって実現化するといえ

る。 

地域経済は一次産業を基盤としていることが多

い。農林水産業の「再生」が地域活性化に不可欠で

あるといっても過言ではない。しかし、TPP 問題に

見られるように農林水産業もグローバル化とは程遠

い。その原因として、農林水産業は生産性が低いこ

とが挙げられている。しかし、先進諸外国ではこれ

は常識ではない。例えば、ノルウェーの漁業の労働

コストは日本の 2 倍であるにも拘らず、グローバル

競争に勝ち残っている。魚の捕獲方法の改善や養殖

の推進による資源管理の徹底や、魚の鮮度を保つた

めの技術開発により、日本の約 4 倍に達する高い生

産性を可能とし、地域が世界相手に競争をしている

のである。 

グローバル経済は、新技術の開発、新市場の開拓、

あるいは新しい競争相手の出現によって絶えず変化

する。生き永らえるには、変化に適応し続けなけれ

ばならない。これが、イノベーションであり、大学

を中心とした多くの研究機関が大きな役割を担って

いる。例えば、「フードバレー」で有名なワーゲニン

ゲン大学では、農業生産ばかりでなく、品種改良や

食品加工などの生物・工学分野も含めた多方面の技

術開発や高度の人材育成によって、世界最先端の農

業を実現している。しかし、技術的なイノベーショ

ンだけで継続性を得ることは難しく、地域住民の意

識変革が大切で、そのための教育・研究も不可欠で

ある。今まさに、地域と大学が一体となって、グロ

ーバル化に対応した地域イノベーションを推進する

時が到来したと思う。 
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